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【考案の動機】

　フォークリフトのドラム式ブレーキは、組付け
後の油漏れや各部品の作動不良が判らない。
　それ故、整備完成後のブレーキ不具合が散見し、
手直し作業時間増加による、サービスマンの作業
負荷が増えていた。
　実際のブレーキ作動が目視で確認出来ればと思
い、この治具を考案した。

【考案の内容】

　鋼材をブレーキドラム内径と同じ円筒形に加工した、
ブレーキドラムに代わる治具を製作。

　ホイールシリンダ、ブレーキシューを組付
け後、この治具をブレーキドラムの代わり
に装着し、ブレーキエア抜き及びペダル踏
み込みの負荷を掛けて油漏れチェック、ブ
レーキシューの動きなどの目視検査が可能
となった。
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【考案の効果】

• ブレーキ作動の確認を目視で行える為、事前に組付け不良を確認出来るようになった。
• ブレーキ不具合による手直し時間が削減出来た。　　（1.5H/ 台の削減）
• �経験の少ないスタッフ等でもブレーキ調整の仕方が容易に理解出来る手助けと
なった。

（ 1 t、 2 t系ブレーキが対象）




